
平成27年度

川崎市予算案について

平成27年2月



（表紙写真） 

 市内の小中学校で実施している「地域の寺子屋」の様子です。 
 地域ぐるみで子どもの教育・学習をサポートする仕組みづくりが進んで 
います。 



は じ め に

～「最幸のまち かわさき」をめざして～ 

我が国経済は、個人消費などに弱さがみられるものの緩やかな回復基調が続いてお

り、先行きについても、各種政策の効果などにより、緩やかな回復が期待される一方

で、消費者マインドの弱さや海外景気の下振れなど、我が国の景気を下押しするリス

クに留意する必要があるとされています。また、消費税率引上げ時期の変更の影響と

ともに、少子高齢化の一層の進展を背景とした社会保障制度改革の動向等についても、

引き続き注視していく必要があります。 

このように社会経済環境が大きく変化する中で、本市においては、市税収入や地方

消費税交付金の増加が見込まれるものの、普通交付税・臨時財政対策債が大幅に減少

することに加え、平成２６年度に行われた法人市民税の一部国税化による影響が拡大

することなどの要因が重なり、歳入全体では増加が見込めない状況となっています。 

しかしながら、こうした中においても、市民の皆様の暮らしをしっかりと支える基

礎自治体の役割を持続的に果たしていけるよう、平成２７年度予算につきましては、

「成長と成熟の調和による持続可能な最幸のまち かわさき」の実現に向け、次の考

え方を基本に編成を行いました。 

 「最幸のまち かわさき」の実現に向けた両輪のひとつである「安心のふるさとづ

くり」については、まずは、待機児童の解消に引き続き取り組むとともに、小児医療

費助成制度の拡充や中学校完全給食の実施に向けた取組を着実に推進してまいりま

す。また、災害に強いまちづくりや高齢者福祉・障害者福祉など、身近な市民生活を

支える取組についても、しっかりと対応してまいります。 

 さらに、こうした「安心のふるさとづくり」を将来にわたって安定的に進めるため

には、本市が今後も持続的に成長していくことが必要であり、もうひとつの車輪であ

る「力強い産業都市づくり」についても、成長産業分野におけるイノベーションを進

める取組や、臨海部における国際戦略拠点の形成、交通ネットワークの充実・強化な

どの施策を推進するために、必要な予算を配分したところです。 

 また、これらの施策を実現し、将来にわたって「最幸のまち かわさき」であり続

けるためには、持続可能な行財政基盤の構築が必要であるため、ゼロベースからの事

務事業の見直しや施策・事業の重点化を進めるとともに、将来負担も勘案した中長期

的な視点に立った行財政運営に取り組んでまいります。 

平成２７年度予算は、私が市長に就任して初めて本格的に編成した予算となります

が、「川崎を一歩先へ、もっと先へ」進めるためのさまざまな「芽を育てる」予算と

なったものと考えております。 

現在、「最幸のまち かわさき」の実現に向け、新たな総合計画等の策定を行って

おりますが、その間においても、必要な施策を切れ目なく推進するとともに、持続可

能な行財政基盤の構築に向けた取組を適確に進めるため、この予算と、施政方針及び

「行財政運営に関する改革プログラム」に基づき、市政運営に取り組んでまいります。 

「全ては市民のために」を基本に、私をはじめ職員一丸となって全力を尽くしてま

いります。 

平成２７年２月                川崎市長 福田 紀彦
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